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天然材料では得られない光学機能を発現する技術として、メタマテリアルに関する研究が近年

活発に行われている[1]。共鳴型のメタマテリアルにおいては、スプリットリング共振器（SRR）

などのサブ波長共振構造が基本構成要素として用いられる[2]。SRRが入射電磁場と磁気共鳴相互

作用すればループ電流が流れ、複数の SRRが隣接する場合にはアンペール力による引力（あるい

は斥力）近接場相互作用[3]を介した系の変形も誘起可能となる。この様な磁気—弾性変形を利用し

た様々なデバイスも近年様々報告されている[1,4,5]。本研究では、磁気—弾性メタマテリアルによ

る、電磁誘導透明化（EIT）現象[6]を模した狭線共鳴透過の電磁場変調について検討を行った[7]。 

図１に素子の概略を示す。閉リング共振器（CRR）の中心に SRRlを配置し固定した。加えて、

SRRlの直上に SRRuを極細ゴムで吊るし、共通軸周りの回転自由度を持たせた。マイクロ波方形

導波管の中心に素子を配置し、CW 波励起条件下における透過特性をベクトルネットワークアナ

ライザーにより測定した。図２に、様々な励起パワーにおける透過スペクトルを示す。励起パワ

ー増加に伴い、EIT状の狭線透過ピークのさらなる狭線化が見られた。これは系の磁気—弾性変形

により、共鳴モード間のより良いマッチングが得られたためと考えられる。本実験結果は、磁気—

弾性メタマテリアルのスローライト・デバイスへの応用の可能性を示唆するものである。 
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